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本
書
は
、
ド
イ
ツ
環
境
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ラ
ー
ト
カ
ウ

の
主
著
で
あ
り
、
英
語
や
中
国
語
、
韓
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
世
界
的
な
話

題
作
で
あ
る
。
ひ
と
り
の
歴
史
家
が
明
確
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
書
き
上
げ

た
「
環
境
の
世
界
史
」
で
あ
り
、
今
日
の
環
境
問
題
を
考
え
る
上
で
も
参
考

に
な
り
そ
う
な
示
唆
に
富
ん
だ
大
著
で
あ
る
。
歴
史
学
者
や
環
境
学
者
に
対

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
電
力
会
社
や
大
企
業
の
指
導
部
、
政
治
家
、
官
僚
、

地
方
自
治
体
の
職
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
環
境
保
護
団
体
・
活
動
家
に
至

る
ま
で
の
す
べ
て
を
等
し
く
挑
発
す
る
刺
激
的
で
大
胆
な
著
作
で
も
あ
る
。
 

 
本
書
の
扱
う
テ
ー
マ
は
多
岐
に
渡
る
。
第
一
章
「
環
境
史
を
熟
考
す
る
」

で
は
、
環
境
史
研
究
が
陥
り
が
ち
な
視
野
狭
窄
と
袋
小
路
か
ら
話
を
始
め
、

環
境
史
に
お
け
る
価
値
判
断
と
い
う
難
問
を
読
者
に
突
き
つ
け
る
。
第
二
章

「
自
給
自
足
と
暗
黙
知
の
生
態
学
」
で
は
、
近
代
以
前
に
お
け
る
人
間
と
自

然
環
境
と
の
共
生
関
係
を
、
焼
き
畑
農
業
、
狩
猟
と
動
物
の
飼
い
な
ら
し
、

庭
園
と
果
樹
栽
培
、
農
耕
と
牧
畜
、
そ
し
て
「
共
有
地
の
悲
劇
」
と
宗
教
の

働
き
に
も
注
目
し
て
叙
述
す
る
。
第
三
章
「
水
、
森
林
、
権
力
」
は
、
水
と

森
林
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
支
配
、
権
力
、
統
治
の
諸
相
を
描
く
。

日
本
語
版
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
一
節
「
日
本
と
い
う
選
択
肢
」
は
、

数
少
な
い
欧
文
文
献
に
依
拠
し
て
お
り
、
日
本
の
読
者
に
は
物
足
り
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
原
注
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
著
者
の
徹
底
し
た
文
献
収
集
癖
を

考
え
る
な
ら
ば
、
日
本
の
環
境
史
家
も
国
際
的
に
も
っ
と
積
極
的
に
発
信
し

て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
ラ
ー
ト
カ
ウ
流
の
挑
発
と
し
て
受
け
取
り
た
い
。
 

 
第
四
章
「
環
境
史
に
お
け
る
分
水
嶺
と
し
て
の
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
」
は
、

微
生
物
と
疫
病
が
も
た
ら
す
生
態
学
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
植
民
地
に
お
け
る

近
代
的
環
境
意
識
の
芽
生
え
、そ

し
て
環
境
史
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の「
特

殊
な
道
」
を
論
じ
る
。
第
五
章
「
自
然
の
限
界
に
て
」
は
、
工
業
化
時
代
に

お
け
る
環
境
危
機
と
そ
れ
に
対
す
る
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
対
策
を
取
り
上
げ

る
。
第
六
章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
迷
宮
の
な
か
で
」
は
、
二
〇
世
紀
の
環
境

史
を
描
く
。
失
敗
に
終
わ
っ
た
ア
メ
リ
カ
化
、
血
と
大
地
の
熱
に
憑
か
れ
た

ナ
チ
ズ
ム
の
「
生
存
」
主
義
、「

平
和
的
な
」
原
子
力
の
夢
と
癌
の
不
安
、
環

境
保
護
運
動
と
開
発
、
観
光
、
消
費
社
会

�
�
。
現
代
の
環
境
政
策
に
お
け

る
不
確
実
性
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
上
で
、終
章
で
は「
環
境
史
の
役
割
」

を
述
べ
る
。「

日
本
語
版
へ
の
あ
と
が
き

�
フ
ク
シ
マ
の
事
故
の
後
に
考
え
た
こ
と
、

そ
し
て
い
く
つ
か
の
個
人
的
告
白
」
は
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
る
上

で
も
意
義
深
い
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
本
書
の
刊
行
後
、『
ド
イ
ツ
反
原
発
運
動
小
史

�
原
子
力
産
業
・
核
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
公
共
性
』
（
海
老
根
剛
・
森
田
直
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、『
木
材
と

文
明
』
（
山
縣
光
晶
訳
、
築
地
書
館
、
二
〇
一
三
年
）
と
い
う
、
原
子
力
と
木
材
を

主
題
と
し
た
著
作
が
続
け
て
翻
訳
さ
れ
た
。
ラ
ー
ト
カ
ウ
の
環
境
史
が
身
近
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に
な
っ
た
の
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 
（
渡
邉
裕
一
）
 

 

 


